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遺跡名

 人部・峡遺跡第４地点発掘調査報告書

 にんべ・はけいせきだいよんちてんはっくつちょうさほうこくしょ

 第29集

 朝霞市埋蔵文化財発掘調査報告書

　　人部・峡遺跡では過去4次の調査において弥生時代後期～古墳時代前期の方
形周溝墓や土坑・溝跡、古墳時代前期の集落跡、同後期の円墳周濠跡、中・近世
の溝跡、さらに縄文、弥生、古墳、中・近世各時期の遺物の出土が確認されている。
今回の調査対象地の面積は限られるが、Ⅳ層中部出土の黒曜石製のリタッチド・フ
レイク（R・F）、および平安時代の住居跡の発見は本遺跡ではいずれも初めてのこと
であり、大きな意義をもつ。段切り状遺構と4棟の掘立柱建物跡からなる中・近世の
屋敷跡の発見も、当該期の農村部の歴史的景観を復元する上で重要な意味をも
つ。
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主な遺構

調査原因調査期間

人部・峡遺跡
第４地点

旧石器時代

縄文時代
平安時代
中・近世

住居跡1軒
段切り状遺構1箇所

掘立柱建物跡4棟
土坑4基
炉跡1基
ピット群

 住居単独検出。カマド内
に土製支脚。
段切り状遺構を伴う中・
近世の屋敷跡。

R・F
縄文土器
須恵器
土師器
陶磁器

素焼土器
瓦質土器

銭貨
金属製品

 野澤　均・照林敏郎・林　邦雄・今井千恵

北緯

特記事項所収遺跡名

東経所在地
ふ り が な


